
Ⅳ　大会内容

大会総審査長　　長島　英治　群馬県立勢多農林高等学校　校長

プロジェクト発表会

（1）期　　　日　平成25年10月22日㈹・23日休）

（2）会　　　場　海老名市文化会館大ホール

発表会場：大ホール　区分「食料・生産」、区分「環境」、区分「文化・生活」

活動記録簿展：1Fロビー

（3）目　　的　プロジェクト発表会は、日頃のプロジェクト活動の成果を発表し、クラブ員の科学性

を高めるとともに、専門的な能力や態度を高めることを目的とする。

（4）実施担当校　神奈川県立中央農業高等学校（事務局・審査部）
神奈川県立平塚農業高等学校（運営部）
神奈川県立平塚農業高等学校初声分校（共通部）
神奈川県立吉田島総合高等学校（共通部）

（5）実施委員　生徒実施委員長　高　橋　摩利子　神奈川県立中央農業高等学校　園芸科学科3年
生徒実施副委員長　二　宮　菜　摘　神奈川県立平塚農業高等学校　園芸科学科3年

末　永　真　琳　神奈川県立吉田島総合高等学校　総合学科3年
青　木　悠　奈　神奈川県立平塚農業高等学校初声分校　園芸科学科2年

実　施　委　員　長　江　原　洋　一　神奈川県立中央農業高等学校　校

実施副委員長　中戸川　啓　二　神奈川県立平塚農業高等学校　校

掛　原　　　豊　神奈川県立吉田島総合高等学校　校

榊　　　彰　義　神奈川県立平塚農業高等学校初声分校　副

任

任

薄吟率準に 

土　屋　朋　之　神奈川県立中央農業高等学校　数

小　材　光　二　神奈川県立平塚農業高等学校　教

小　林　　　洋　神奈川県立平塚農業高等学校初声分校　教

力　石　　　敦　神奈川県立吉田島総合高等学校　数

長

長

長

校　　長

諭

諭

諭

諭

捜索密婆 �� � こぞ．⊇‾妥‾－ � �′　益‾－■違㌢■． � � � �� � ��� � 

※＿：三、．：買： � �ミこ、＿洋学攣誓ギ �鱒警 �発表堰 ��宴漆譲 � � �；〉●ご蔓 �姿＿－ � �‾凄宗や雛薫 

区分　食料・生産 �13：00～13：30 ��13：30～14：15 ��14：15～15：10 ����17：00～17：30 ���大ホール 

区分　環　　　境 �����15：10～16：05 ����17：30～18：00 ���大ホール 

区分　文化・生活 �����16：05～17：00 ����18：00～18：30 ���大ホール 

烹頑窄率塵に 

…≡≡‥凍衰区毎窯 �一義嶺‾一一二三一塞、≡≡、≦ � � � � � �‾－‾－一班、＝曇奈美を �� 
ヽl � �� �� � � �憲文豪に※零 � 

‾こノ誉⊃ ��� ��� �≡………．討取＿葵 �� 

区分　食料・生産 ��8：50～9：20 �9：30～12：20 �������大ホール 

区分　環　　　境 ��8：50～9：50 �12：30～15：20 �������大ホール 

区分　文化・生活 ��8：50～9：50 �15：30～18：20 �������大ホール 

一活動記録簿展 ��10：30～14：00 ��������1Fロビー 

※活動記録簿返却：発表会会場である海老名市文化会館の1階ロビーにて14：30～15：30の間に行う。
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［プロジェクト発表会　区分　食料・生産］

（1）発表内容　1．食料生産や食品加工に関すること

2．食料や食品の経営・流通に関すること

3．草花や木材・林産加工などを含めた生産とそれに関わる経営や流通に関すること

（2）審　査　員　審　査　長

審　査　員

審　査　員

審　査　員

審　査　員

審　査　員

審　査　員

（3）出　場　者

山　中　　　泉

玉　置　雅　彦

井　上　弘　明

若　林　喜久男

菊　池　克　明

川原井　英　男

南　棟　年　厚

山梨県立農林高等学校

明　治　大　学　農　学　部

日本大学生物資源科学部

山梨県立笛吹高等学校

茨城県立鉾田農業高等学校

栃木県立栃木農業高等学校

静岡県立静岡農業高等学校

葦撃方喜寿真幸苦等笈賃※莞算喜喜学業ヌ学墓室憲や葦龍安曇等薫還昔等誇 � � � � 
；〇㌔3〉、 �張着賢さ烹頚際璧許諾一事涌‾調教慧‾琵実害深〉－… 

‡日＋　＋ � �‡十 二諾霜 �諾野末曇慈崇禦誓 � �≡一揆援滋譜表葦専濠安室差薬笹薮宗ヌー㌍蕾学業葦奈さ 

1 �復活　大山スイカ �中　国 �鳥取県 倉吉農業 高等学校 �妹尾　佳奈 �濱田　楓雅・田中　博也 
伝統野菜の新たな挑戦 ����井谷　留美・岡本　哲典 

2 �飼料米を活用した鶏卵生産と �関　東 �神奈川県 �小柳美砂子 �池辺華奈・泉川もも 及川千秒都・古巣菜穂 ブランド化を目指して ��相　　原 ��吉田　夏菜・吉田　風奈 
～休耕田からはじまる私たちの挑戦～ ��高等学校 ��大西真衣・熊谷雪乃 田島可南 

3 �　延れシクラメンの里恵那！！ ～オリジナル品種に願いを込めて～ �東　海 �岐阜県 恵那農業 高等学校 �柘植　健太 �井口友里圭・市岡彩 楕松良太・苅谷柊斗 粥川荊乃・小池里歩 仙洞田芽依・吉村来紗 玉木章斗 

4 �地場農産物の産地化及び �四　国 �愛媛県 大洲農業 高等学校 �太田　吏美 �森本　美妓・岩田　愛永 
商品開発プロジェクト ����上久保　彩・宇都宮美帆 
～大洲芋の栽培と ����森本　　梓・宮内　祥寿 

加工食品の研究PartⅢ～ ����井上　祐樹・星野　竜平 

5 �うるま市の宝「オクラ」で 広がる大きな輪パートⅡ �九　州 �沖縄県 中部農林 高等学校 �大牟頑　麗 �吉里　真紀・喜納　由花 ～オクラ麺の生産・流通・ 販売への取り組み～ ����古波戒佳穂・仲宗根　慶 

6 �釜無ホティアツモリソウの栽培技術 �北信越 �長野県 富士見 高等学校 �大久保　樹 �秋山祥恵・工藤艶加 柳揮卓弥・笠原紅音 
の確立と試験的販売を目指して ����押野佳音・高木直行 小猿夏海 

7 �三農ごぼうガールズの挑戦！！ ～地域農業を支えるために～ �東　北 �青森県 三本木農業 高等学校 �附田　榛佳 �平内麻衣・遠藤亜衣 市川愛恵・小笠原由佳 小川菜都美・甲地亜衣荊 高坂美優・高谷芹菜 根岸未来 

8 �　京の伝統野菜山科ナス ～守るだけの伝統からの脱却～ �近　畿 �京都府 桂 高等学校 �山城こころ �片山恵梨・西村楽人 廣田彩乃・松本さつき 斎藤友香・中島利夢 

9 �合同会社「びほろ笑顔プロジェクト」 �北海道 �東北海道 美幌 高等学校 �佐藤　春香 �小林千世古・佐々木洋太 ～美高発6次産業・私たちも農業経営者～ ����金谷　修斗 
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【プロジェクト発表会　区分　環境】

（1）発表内容　1．環境の保全・創造に関すること

2．環境を創造する素材の生産に関すること

（2）審　査　員

（3）出　場　者

暢　昭　　静岡県立静岡農業高等学校

正　吾　　麻　布　大　学　獣　医　学　部

雅　美　　神奈川県農業技術センター

真　之　　栃木県立真岡北陵高等学校

隆　治　　埼玉県立いずみ高等学校

明　弘　　千葉県立上稔高等学校

伊佐夫　　茨城県立真壁高等学校

汚 � � � � 

余丁一基苺貴誌莞霊霊※窯．宗主羊－※※葦 

1 �身近な自然を生かした緑化活動 ～産学官と連携した環境創造の取り組み～ �北信越 �長野県 須坂園芸 高等学校 �久保　香織 �山本聖絵・太田梨桜 神林芽泉・栗林勝太 堀澤陽花・石原洗太 

2 �環境保全と生物資源からの 新エネルギー開発 ～ヨシを原料としたバイオ エタノール生成に関する研究～ �九　州 �長崎県 諌早農業 高等学校 �戎谷愛瑞美 �岡田智彦・竃窄大貴 中川靖子・松尾陽香 峰百合香・小川内瑠魁 

3 �　被災地を線に！ ～津波堆積土を緑化する～ �近　畿 �京都府 桂 高等学校 �寺本　祐也 �牧あおい・世継加奈 出射円・熊谷森生 宮田幸穂・宮脇潤 

4 �利雪技術12年目の挑戦 ～雪冷熱エネルギーの スマート化を目指して～ �北海道 �南北海道 岩見沢農業 高等学校 �澤田　芳光 �清水俊秀・村上祐介 花井勇太 

5 �ヨシの恵みで環境資源の再生活動 伝統ヨシズの復活とヨシ堆肥の開発 �関　東 �栃木県 栃木農業 高等学校 �松島　　茜 �大下翔平・阿部弘樹 田名綱裕太・須藤いつみ 坂田亜沙美・熊谷千秋 相田能宏・松沼宇称 鈴木利拓 

6 �自然エネルギー利用の一考察 �東　海 �愛知県 田口 高等学校 �金田宗一郎 �原　　浩之・木下　瑛仁 ～間伐材活用の取り組み～ ����河合　真人 

7 �森林と共に生きる �中　国 �鳥取県 �藤木　大地 �植木　宏海・河村　崇行 ～繁殖鳥モニタリング調査から ��智頭農林 ��木村　輿瑠・西尾　明浩 

智頭の鳥達にせまる～ ��高等学校 ��西川　拓也 

8 �　AIの力で地域に笑顔を ～えひめAIぼかしを用いた豚舎の 防臭効果と土壌改良について～ �甲　国 �愛媛県 野村 高等学校 �山口　優也 �兵頭穂乃花・坂本　絆 濱田舞衣・兵頭美香 

9 �海神の声をいかして第二報 ～塩生植物を活用し、 震災復興を目指した研究～ �東　北 �岩手県 盛岡農業 高等学校 �石田　佳奈 �武田沙映・小田碧海 田中　築・水本涼太 
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［プロジェクト発表会　区分　文化・生活】

（1）発表内容　1．文化や交流に関すること

2．生物の活用に関すること

（2）審　査　員

（3）出　場　者

進　　千葉県立君津青葉高等学校

万里子　　東京農業大学応用生物科学部

活　広　　玉　川　大　学　農　学　部

さゆり　　茨城県立鉾田農業高等学校

忍　　東京都立瑞穂農芸高等学校

泉　　栃木県立鹿沼南高等学校

輝　丈　　群馬県立富岡実業高等学校

潔さ喜′つ〉〟≒パ　　　　　　　　　　。．勇 憲資整‾駕葦笑覧㌍憲葦彊暮※茸軍法諜駕篭誉聖 �駁ヨ � �鍔 � 

1 �復活！花のまちふくしま ～花による復興と 後継者育成をめざして～ �東　北 �福島県 福島明成 高等学校 �藤田菜穂子 �菅家あゆ美・奥山初希 遠藤菜々未・菊田広美 大槻望・佐藤明穂 島泉希 

2 �京の伝統野菜を未来へ繋げたい �近　畿 �京都府 �桧下　実代 �青木明日香・住井　遥奈 ～「桂うり」を活用した地域交流 ��桂 ��古畑　　莱・松岡　奈々 

と普及活動について～ ��高等学校 ��岡　はるな・村田　杏里 

3 �ミツバチから広がる交流、 �中　国 �広島県 油木 高等学校 �赤木　幸徳 �大橋　聖子・囲岡　雅弘 
花とミツバチの里を目指して ����松井　咲樹 

4 �熊本の宝物復興！「みさを大豆」。 そして、新たな食文化への挑戦！ �九　州 �熊本県 鹿本農業 高等学校 �杉谷　紗耶 �竹田芽唯・西本貴志乃 山本彩香・西山ありき 西山あかね 

5 �農業高校から地域へ技術と情報発信 �四　国 �愛媛県 �山西　彩瑛 �白石　由貴・菅原　　豪 ～トマトと和紙を用いた6次産業化 ��宇　　和 ��兵頭　奈未・山田　光樹 

による西予市の知名度向上策～ ��高等学校 ��山本　健太 

6 �自然のちから。地域へ愛を。 �東　海 �岐阜県 �小山　一美 �本田　理恵・升澤　明人 「Bicomがつなぐ　ふるさと ��大垣養老 ��中山　夏希・野村　悠奈 

ネットワーク」 ��高等学校 ��村瀬　‾菊菜・竹川　恭平 

7 �元気のおすそわけ「北高ストア」第3報 �関　東 �静　岡　県 �富永　亮摩 �鈴木杏奈・仁科公佑 新藤一書・長谷川奈那 ～高校生バイヤー、高校生コーデイ ��藤枝北 ��杉村　莱荊・内藤　雄斗 

ネ一夕一による地域の活性化～ ��高等学校 ��増田和希・高橋要介 石川純也 

8 �ハツカの香るまちづくり ～地域の宝「和種ハツカ」。 魅力をもっと広めたい！～ �北海道 �東北海道 美幌 高等学校 �井上　真悠 �和田綾萌・嶋田悠平 佐藤裕太 

9 �富士見ミツパテタウン化計画 �北信越 �長野県 富士見 高等学校 �高橋莱々子 �池田　莱・藤森留利 櫻井優香・大山豊彦 ～地域が繋がる持続可能なまちづくり～ ����武藤実乃里・伊藤　叶 新海　葵・鷹左右彩人 
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済 意見発表会
（1）期　　　日　平成25年10月22日㈹・23日休）

（2）会　　　場　海老名市文化会館小ホール

発表会場：小ホール　区分「食料・生産」、区分「環境」、区分「文化・生活」

（3）目　　　的　意見発表会は、クラブ員の身近な問題や将来の問題について抱負や意見を交換し、

主体的に問題を解決する能力と態度を養うことを目的とする。

（4）実施担当校　神奈川県立中央農業高等学校（事務局・審査部）

神奈川県立相原高等学校（運営部）

神奈川県立平塚農業高等学校初声分校（共通部）

神奈川県立吉田島総合高等学校（共通部）

（5）実施委員　生徒実施委員長

生徒実施副委員長

実　施　委　員　長

実施副委員長

実　施　主　任　者

実施副主任者

実施副主任者

実施副主任者

橋　摩利子　神奈川県立中央農業高等学校　園芸科学科3年

田　将　尋　神奈川県立相原高等学校　畜産科学科3年

永　真　琳　神奈川県立吉田島総合高等学校　総合学科3年

木　悠　奈　神奈川県立平塚農業高等学校初声分校　園芸科学科2年

原　洋　一　神奈川県立中央農業高等学校　校

笠　初　雄

原　　　豊

彰　義

屋　朋　之

藤　借　景

林　　　洋

右　　　敦

神奈川県立相原高等学校　校

神奈川県立吉田島総合高等学校　校

神奈川県立平塚農業高等学校初声分校　副

神奈川県立中央農業高等学校　数

神奈川県立相原高等学校　数

神奈川県立平塚農業高等学校初声分校　教

神奈川県立吉田島総合高等学校　数

長

長

長

校　　長

諭

諭

諭

諭

（6）日　　　程

遠漂＿＿亮£葦譲 �ぷ奈義一致喜藤近轟一二；一一〇一豪衰烹誉 � �証 �嬢 � 

ご0㍍くだ � �鷲㌍藍∵一一㌶長芋賢答 � � ��ミヌ ��才■姿‾＿……‾こ…； 

区分　食料・生産 ��13：00～13：30 ��13：30～13：55 �14：05～14：15 �14：15～15：05 

区分　環　　　境 ������15：05～15：55 

区分　文化・生活 ������15：55～16：45 

L 

三努ご‾三三＿X、・J 

区分　食料・生産 ����8：50～　9：20 �9：30～　9：40 �9：50～11：50 

区分　環　　　境 ������12：00～14：00 

区分　文化・生活 ������14：10～16：10 
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［意見発表会　区分　食料・生産］

（1）発表内容　1．食料生産や食品加工に関する意見

2．食料や食品の経営・流通に関する意見

3．草花や木材・林産加工などを含めた生産とそれに関わる経営や流通に関する意見

（2）審　査　員　審　査　長

審　査　員

審　査　員

審　査　員

審　査　員

審　査　員

審　査　員

（3）出　場　者

外ノ岡　政　典

高　橋　久　光

北　尾　一　郎

森　田　泰　次

渡　遵　幸　盛

絵　島　伝　一

筒　井　孝　広

茨城県立水戸農業高等学校

東京農業大学国際食料情報学部

神奈川県農業技術センターかながわ農業アカデミー

静岡県立小笠高等学校

東京都立農業高等学校

群馬県立勢多農林高等学校

山梨県立笛吹高等学校

駅 �� �� 

1 �私と夢と「夢豚」と �四　国 �香　川　県 �農産科学科 �3年 �三好　宋音 ～笠高産讃岐夢豚の ��笠　　　田 

ブランド化をめざして～ ��高等学校 

2 �私の農業維新 �中　国 �岡山県 真　庭 高等学校 �生物生産科 �3年 �石原　祐美 

3 �　　キヌアの可能性 ～安全と美味しさを沢山の人達に～ �近　畿 �京都府 桂 高等学校 �園芸ビジネス科 �2年 �井上ななみ 

4 �嶋田牧場にかける私の夢 �東　海 �岐阜県 岐阜農林 高等学校 �動物科学科 �3年 �嶋田　　　諷 

5 �牛からもらった夢 �北海道 �南北海道 岩見沢農業 高等学校 �畜産科学科 �3年 �廣田　子紘 

6 �シンデレラにかけられた魔法 �九　叩 �熊本県 菊池農業 高等学校 �畜産科学科 �3年 �榎本　悠樹 

7 �父の後ろ姿を見て �東　北 �青森県 名久井農業 高等学校 �生物生産科 �3年 �法芙崎みづき 

8 �　育種家への道 ～祖父の背中を追いかけて～ �関　東 �千葉県 安房拓心 高等学校 �総　合　学　科 �3年 �坊田　裕貴 

9 �　　幻の肉を超えたい ～日本一の美味しい豚肉をめざして～ �北信越 �長野県 下伊那農業 高等学校 �アグリサービス科 �3年 �藤井　裕介 
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【意見発表会　区分　環境］

（1）発表内容　1．環境の保全・創造に関する意見

2．環境を創造する素材の生産に関する意見

（2）審　査　員

（3）出　場　者

東京都立農産高等学校

恵　泉　女　学　園　大　学

神奈川県農業技術センター畜産技術所

神奈川県立藤沢総合高等学校

栃木県立那須拓陽高等学校

群馬県立利根実業高等学校

静岡県立藤枝北高等学校

笥 �贅室滝滋芝套※烹数賢嘉 � � 

震㌔票数窪ま貴寮洋室を※ � � 

1 �生きている森を後世に残したい �九　州 �熊本県 芦　北 高等学校 �林　業　科 �3年 �山内　　　弦 

2 �「土を守りたい」 ～祖父の精神を受け継いで～ �近　畿 �兵庫県 播磨農業 高等学校 �農業経営科 �3年 �岡田　　尚己 

3 �三間の地にアサザの里を �四　国 �愛媛県 　間 高等学校 �農業機械科 �3年 �竹原ひかる 

4 �元荒川といきるまち �関　東 �埼玉県 熊谷農業 高等学校 �生物生産技術科 �3年 �梅澤　　　智 

5 �子どもたちに伝える �東　海 �三重県 相　可 高等学校 �生産経済科 �2年 �岡本　珠実 

6 �夢のどじょうプロジェクト始動 �中　国 �岡山県 高松農業 高等学校 �農業科学科 �3年 �下境祐太郎 

7 �ひとつしかない地球のために ～ThinkGlobally，ActLocally～ �北信越 �富山県 中央農業 高等学校 �生物生産科 �3年 �樋口　霧花 

8 �サロベツ原野と酪農の 共存を目指して �北海道 �北北海道 名寄産業 高等学校 �酪農科学科 �2年 �菊池　天晴 

9 �緑豊かなふるさと創りを目指して �東　北 �宮城県 農　業 高等学校 �生　活　科 �3年 �畑井加奈子 
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［意見発表会　区分　文化・生活］

（1）発表内容　1．文化や交流、福祉に関する意見

2．学校生活や家庭生活に関する意見

（2）審　査　員

（3）出　場　者

栃木県立小山北桜高等学校

日本大学生物資源科学部

神奈川県環境農政局農政部

群馬県立安中総合学園高等学校

埼玉県立鳩ヶ谷高等学校

茨城県立坂東総合高等学校

静岡県立磐田農業高等学校

校　　　　長

教　　　　　授

担い手支援課長

教　　　　　頭

教　　　　諭

教　　　　諭

教　　　　諭

藁岩美㌻‾幸＿J箋妻≡ぎ・，×〉…メ声望幾．恥〉；＝…ヒ � � � � � 

1 �合同会社「びほろ笑顔プロジェクト」 �北海道 �東北海道 �生産環境 科　学　科 �3年 �岡川ちづる ～古くて新しい食文化の ��美　　　幌 

定着を目指して～ ��高等学校 

2 �畜産農家の娘として �九　州 �宮崎県 宮崎農業 高等学校 �生産流通科 �3年 �黒木　麻央 

3 �三田の牛飼い �近　畿 �兵庫県 播磨農業 高等学校 �畜　産　科 �3年 �吉本　大佑 

4 �　つながる和・輪・環 ～富山型園芸福祉の確立を目指して～ �北信越 �富山県 中央農業 高等学校 �園芸デザイン科 �3年 �米澤　玉希 

5 �ミツパテが結んだ東北イチゴ農家支援 �中　国 �広島県 油　木 高等学校 �産業ビジネス科 �2年 �濱村　京子 

6 �今まで見えていなかった大切なもの ～心と体を癒す魔法のシェフ～ �四　国 �愛媛県 伊予農業 高等学校 �生活科学科 �3年 �井上　杏奈 

7 �農業女子を笑顔に �東　海 �愛知県 猿投農林 高等学校 �生活科学科 �3年 �山本　　　楓 

8 �好奇心を活かせる 『園芸保育士』になります �関　東 �静岡県 下田高等学校 南伊豆分校 �園　芸　科 �3年 �高野　倭代 

9 �　命のメッセージ ～命の花から奇跡の花へ～ �東　北 �青森県 三本木農業 高等学校 �動物科学科 �3年 �曽我　美月 
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